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　﨑
津
集
落
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
の
は
じ
ま
り
は
、
1
5
6
9
年

に
河
浦
地
方
一
帯（
当
時
は
河
内
浦
）

を
治
め
て
い
た
戦
国
領
主 

天
草
鎮

尚
と
イ
エ
ズ
ス
会
の
ア
ル
メ
イ
ダ
宣

教
師
の
出
会
い
に
あ
り
ま
す
。
二
人

に
よ
る
話
し
合
い
の
中
で
「
南
蛮
貿

易
」
の
港
と
な
っ
た
の
が
﨑
津
で
し

　天草氏の居城であった河内
浦城跡から出土した14～15
世紀頃の皿。ベトナムで焼成
されたもので、国内遺跡から
出土することが少ない珍しい
もの。

た
。
こ
の
出
会
い
は
宣
教
師
の
報
告

に
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
お
り
、
河
浦

や
﨑
津
が
4
5
0
年
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

　「布
教
の
歴
史
を
も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
」
と
い
う
要
望
を
受
け
、

８
月
か
ら
﨑
津
資
料
館
み
な
と
屋
で

「
天
草
一
族
と
ア
ル
メ
イ
ダ
　〜
天

草
キ
リ
シ
タ
ン
の
起
点 

河
内
浦
〜
」

と
い
う
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

　鎌
倉
時
代
か
ら
始
ま
る
天
草
一
族

の
地
域
支
配
と
国
際
性
、
天
草
鎮
尚

と
ア
ル
メ
イ
ダ
の
出
会
い
な
ど
、
天

草
戦
国
史
を
貴
重
な
資
料
か
ら
紐
解

き
ま
す
。

牛深ハイヤ踊りの
楽しさを伝えたい

牛深ハイヤ桃の会（牛深町）
問☎73-3690

　「ヨ
イ
サ
ー
、
ヨ
イ
サ
ー
、
サ
ッ
サ

ヨ
イ
ヨ
〜
イ
」

　太
鼓
と
三
味
線
の
軽
快
な
音
楽
と
ハ

イ
ヤ
節
に
合
わ
せ
て
踊
る
の
は
、
牛
深

町
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
牛
深
ハ
イ
ヤ

桃
の
会
」。

　平
成
12
年
に
婦
人
会
の
ハ
イ
ヤ
部
と

し
て
踊
り
手
13
人
で
活
動
を
ス
タ
ー

ト
。
自
分
た
ち
だ
け
の
振
り
付
け
で
踊

り
た
い
と
思
い
、
昔
よ
く
見
ら
れ
た
光

景
の
漁
師
の
妻
が
魚
を
売
る
よ
う
す
を

舞
台
踊
り
に
取
り
入
れ
た
。

　「踊
り
が
う
ま
く
な
る
に
つ
れ
て
、

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
演
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
す
代
表

の
浅
見
久
美
子
さ
ん
。
婦
人
会
か
ら
独

立
し
て
「
牛
深
ハ
イ
ヤ
桃
の
会
」
を
設

立
し
た
の
は
、
活
動
を
始
め
て
６
年
目

の
こ
と
だ
っ
た
。

　現
在
は
、
踊
り
手
16
人
と
地
方
７
人

で
病
院
や
介
護
施
設
に
出
向
き
、
ハ
イ

ヤ
踊
り
や
歌
の
披
露
を
し
て
い
る
。「
み

な
さ
ん
笑
顔
で
出
迎
え
て
喜
ん
で
く
れ

クローズ
アップ

る
」
と
笑
顔
で
話
す
浅
見
さ

ん
。
ハ
イ
ヤ
踊
り
を
見
て
元

気
に
な
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

る
。　活

動
の
場
は
、
天
草
だ
け

に
留
ま
ら
ず
、
人
吉
市
の
青

井
阿
蘇
神
社
で
奉
納
踊
り
や

熊
本
市
内
の
祭
り
な
ど
県
内

を
中
心
に
出
演
し
て
い
る
。

こ
の
活
動
で
、
行
っ
た
先
の

人
た
ち
が
４
月
の
牛
深
ハ
イ

ヤ
祭
り
に
足
を
運
ん
で
く
れ

る
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
い
。

今
年
は
、 

熊
本
市
内
か
ら
訪

れ
て
牛
深
ハ
イ
ヤ
祭
り
を
楽

し
ん
で
く
れ
た
。

　他
の
団
体
に
比
べ
て
会
の

歴
史
が
浅
い
桃
の
会
だ
が
、

会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
60
歳
以

上
。「
牛
深
以
外
の
人
で
も

踊
り
や
三
味
線
な
ど
に
興
味
が
あ
る
人

は
練
習
を
見
に
来
て
ほ
し
い
」
と
新
し

い
仲
間
の
加
入
を
望
ん
で
い
る
。

　８
月
は
、
高
森
町
の
高
森
風
鎮
祭
と

合
志
市
地
蔵
祭
り
に
出
演
予
定
。
こ
れ

か
ら
も
自
分
た
ち
が
楽
し
む
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、
牛
深
ハ
イ
ヤ
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
踊
り
続
け
る
。

▲女籠とイナダシを使った踊り▲去年の高森風鎮祭でも披露▲地方のみなさん

あ
さ
み

じ
か
た

く
　み
　こ

ふ
う
ち
ん
さ
い

め　ごたかもりふうちんさいじかた

◆河内浦城跡出土の皿
　　　　（天草コレジヨ館蔵）

◆白蝶貝のメダイ（﨑津教会蔵） ❖展示品の一部を紹介❖

◆鍍金十字型聖遺物入れ（﨑津教会蔵）

　17世紀初頭頃に﨑津
で製作された可能性があ
る白蝶貝製のメダイ。通
常はレプリカですが、特
別展では本物を展示。
　イエズス会を創始した
イグナティウス=デ=ロヨ
ラがモチーフで、精巧な
つくりが特徴です。

　左側のつまみが蓋で、内部が空洞
になっている十字架の形状をした聖
遺物入れ（レリカリオ）。
　キリスト教では聖人の体の一部を
肌身離さず持つことが大切にされて
おり、聖人の毛髪などを納めていた
ものと思われます。全体は銅で、一
部に金メッキが施されています。側
面には、釘抜きやロンギヌスの槍が
レリーフされています。
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５
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午
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４
時
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